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はじめに 
 
 
 

特定非営利活動法人 みんなの NPO は 
「みんなの“働く”をつくろう」をテーマに活動しています。 

 
○ 働くことには、生活に必要な収入を得るというだけではなく、私たちに地域社会の一員として

の実感をもたらすという、大切な価値が伴います。 

○ そして、障害がある、高齢である、子育て中である、治療中で活動に制約がある、虐待を受け
て育った、などといった様々な条件からの多岐にわたる「働きづらさ」は、決して誰か縁無き
他者のものではなく、私たちみんなの「働きづらさ」です。 

○ にも拘らず、そうした「働きづらさ」に応える働く場や条件は、地域社会の中に十分に用意さ
れていません。私たちは、こうした多様な「働きづらさ」を包摂する地域社会の実現に少しで
も寄与すべく活動を進めています。 

 
 
 

この事業はその第一歩として、「障害のある人とその家族等が、自ら資
源循環型社会の形成に寄与する事業者として開業・経営できるよう支援
すること」を目的とするものです。 

 
○ 平成 24 年度は、所期の目的のため「収益性・安全性の高い、高品質のスチレン樹脂を生産す

る小型装置を活用した小人数の作業所の事業モデルの有効性を示すパイロット・モデルづくり
と、将来的に事業主となる意欲のある地域人材の発掘」に取り組みました。 

○ 実施にあたっては、独立行政法人福祉医療機構様の社会福祉振興助成事業「全国的・広域的ネ
ットワーク活動支援事業」のうち、「高齢者・障害者の特性に応じた就労支援に関する事業」
の助成テーマのもとで助成決定を頂いています。 

○ 当法人として初めての大きな事業です。今後の事業展開に資する成果が得られたこともあれば、
十分な成果に届いていないこと、様々な課題もありますが、その内容を取りまとめて、この事
業成果報告書を作成したところです。 
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事業実施においては、独立行政法人福祉医療機構様から数々のご指導を頂

くとともに、助成事業における連携団体として、特定非営利活動法人京都市

肢体障害者協会様、京都府再資源化事業協同組合様、並びに有限会社ラブロ

ン様に多大なるご協力を頂きました。 

また、モデル作業所の運営等においては、株式会社ナプラス様、社会福祉

法人徳眞会たけのこ園様、株式会社東洋様、ボランティアの皆様からひとか

たならぬご支援を賜るとともに、株式会社玉山工業様、特定非営利活動法人

エジュケーショナル・コンピューティング・アンド・サポート様にも実行委

員の立場からご助言等を頂いたところです。 

このほか体験・研修会にご参加頂いた皆様をはじめ、すべての関係者各位

に深く御礼申し上げますとともに、今後とものご指導・ご鞭撻、さらなるご

支援・ご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

平成 25 年 3 月吉日 

特定非営利活動法人 みんなの NPO 

代表理事 廣部 出 
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１．事業概要 

（１）事業の背景

① 概況 

障害があると働きたくても働けない、福祉的就労の事業力は弱い！ 
障害のある人で、働く意欲と能力があって就職できずにいる人が全国に約15万人

いるとされます。平成22年度の厚生労働省の調査では、障害のある人の就労に係る
全施設の平均工賃は 19,315 円であり、時給換算で 138.0 円（20 日／月、7 時間／
日で試算）に留まるとともに、福祉的就労に用いる事業の多くは、事業自体の力では
なく、制度・施策によって、その収支を支えている例が少なくありません。 

発泡スチロールは使い捨て？ 資源の再利用が進んでいない！ 
2011 年の発泡スチロールの用途別出荷量は、容器が約 83,300t（約 56%）、緩

衝剤・他が約44,900t（約 30%）、建材・土木が約21,300t（約 14%）となってい
ますが、その使用済みの資源は、まだまだ多くが廃棄・焼却され、他方で、資源を多
く輸入している状況にあります。 

② 課題 
アジアにおいて大幅な諸資源の需要拡大が見込まれる中、円高や原油価格の高騰な

どによって、わが国が深刻な資源不足に至るリスクが想定できます。国内で廃棄され
る資源を循環させることは、わが国としても重要な課題であり、この課題に即応する
中で、地域社会が備えるべき資源循環の仕組みを新たにつくることが重要です。私た
ちは、この、新たな仕組みづくりの必要を好機と捉え、インクルーシブな社会づくり
を前進させる必要があります。 

③ 課題即応のビジネスモデル 
そこで、当法人では、小地域を単位とした発泡スチロール等の資源リサイクルの仕
組みを新たに構築し、障害のある人等にとって安全で作業性がよく収益性が高い事業
で担うことを提案しています。なお、これを進めるためには、既存の使用済み資源の
処理を取り巻くステークホルダーに対して目に見えるメリットを示すことが求めら
れます。 
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（２）ビジネスモデルの実証と普及
当事業で計画する「作業所」は、自立支援法による就労継続支援事業所でありませ

ん。小地域の資源循環に根ざし、障害のある人等の雇用を生むために開発された装置
を用いて独自の採算をつくるビジネスモデルであるとともに、発泡スチロール大量排
出者に対して、その従来処理費・運搬費の確実な縮減と CSR の取り組みを提案でき
るビジネスモデルです。 

本事業は、このビジネスモデルの有効性を裏付ける実績をつくり示すために行った
ものであり、将来の全国展開なども視野に入れて検討することとしました。また、実
際の事業資源をより多くの人にご覧頂き、また、ビジネスモデルについてご説明する
機会をつくることで、今後の作業所の運営に意欲ある地域人材の発掘に努めたところ
です。 

具体的には、以下の3つの取り組みを行っています。 

① 実行委員会の開催 

② 実機を用いた体験・研修会の開催 

③ パイロット・モデル作業所の開設・運営 

それぞれの取り組みは、特定非営利活動法人みんなの NPO が幹事団体となり、特
定非営利活動法人京都市肢体障害者協会、京都府再資源化事業協同組合、有限会社ラ
ブロンが緊密に連携しつつ推進しました。 
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２．実行委員会の開催 

（１）会議の設置
事業中に生じた状況を会議の場で報告・共有し、課題について協議・検討すること

で事業の円滑な推進に協力すること、また、実機を用いた体験・研修会の実施とパイ
ロット・モデル作業所の運営に寄与することを目的として設置しました。当法人代表
理事を委員長とし、京都分会と橿原分会に適任者を選任して開催したところです。 

 
（２）委員構成

（順不同・敬称略） 
【委員長】 
廣部 出（特定非営利活動法人みんなのNPO 代表理事） 

 
【委員（京都分会）】 
日野 勝（特定非営利活動法人 京都市肢体障害者協会 副理事長） 
長田 佐吉（特定非営利活動法人 京都市肢体障害者協会 エコ・スマイル事業営業主任） 
藤井 堅太郎（株式会社ナプラス 代表取締役社長） 
玉山 久高（株式会社玉山工業 代表取締役社長） 
奥村 文浩（特定非営利活動法人 エジュケーショナル・コンピューティング・アンド・サポート 理事長） 
 
会場：京都中央ビル2階会議室（京都市伏見区） 

 
 
【委員（橿原分会）】 
八百本 哲（社会福祉法人 徳眞会 たけのこ園 施設長） 
藤井 堅太郎（株式会社ナプラス 代表取締役社長） 
玉山 久高（株式会社玉山工業 代表取締役社長） 
斉藤 輝久（株式会社玉山工業） 
香川 勤（有限会社ラブロン、有限会社ホームズ 取締役） 
 
会場：大和開発ビル8階会議室（奈良県橿原市） 
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（３）開催日時と議題

第1回：【京都】平成24年 8月 18日（土） 15時～17時 

・ 事業概要について 
・ 実行委員会の設置について 
・ 年度スケジュールについて 
・ 実機を用いた体験・研修会の実施について 
・ パイロット・モデル作業所の開設について 
 

第 2回：【橿原】平成24年 9月 ９日（日） 15時～17時 

・ 事業概要について 
・ 実行委員会の設置について 
・ 年度スケジュールについて 
・ 実機を用いた体験・研修会の実施について 
・ パイロット・モデル作業所の開設について 

2台（2か所）の稼働開始の報告 等 
 

第 3回：【京都】平成24年 10月 27日（土） 15時～17時 

・ 実機を用いた体験・研修会の総括 
・ パイロット・モデル作業所の運営概況について 

2台（2か所）の稼働状況の報告 
3台（2か所）工事済み→設置遅延・留保・設置先変更等の報告 
1台（1か所）稼働開始困難の報告 等 

・ パイロット・モデル作業所の設置計画の見直しについて 
 

第 4回：【橿原】平成24年 12月 15日（土） 15時～17時 

・ 実機を用いた体験・研修会の総括（報告） 
・ パイロット・モデル作業所の運営概況について 

2か所（2台）の稼働状況の報告 
3か所（3台）の稼働開始の報告 
1か所（1台）の稼働開始決定の報告 等 

・ パイロット・モデル作業所の設置計画の見直しについて 
・ 事業計画の修正・変更についての報告・対応協議 
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第 5回：【京都】平成25年 2月 2日（土） 15時～17時 

・ 変更事業計画の確認 
・ パイロット・モデル作業所の運営総括 

6か所（6台）の稼働状況の報告 等 
・ 新年度（助成事業完了後）の事業展開について 
・ 報告書の作成について 

 
 
（４）会議の成果・反省等
実行委員会は、障害当事者、装置メーカー、障害福祉施設、企業経営者など、ビジ

ネスに関わる様々な立場からの意見が交わされる場として有意義な開催でした。例え
ば、体験・研修会で「装置の中が見える窓があるほうが楽しい」といった声があった
ことについても、実装には至っていませんが、実行委員会の場で装置メーカーにフィ
ードバックし皆で共有することができました。その一方で、モデル作業所に係る取り
組み推進等に事務局の労力が大きく割かれたことから、後半、進捗報告に留まる会議
となったことも否めません。 
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３．実機を用いた体験・研修会 

（１）開催概要
資源のコンビニ横大路店（京都市伏見区）を会場に、京都府再資源化事業協同組合
から講師をご手配頂いて、以下の5回を開催しました。各回とも、趣旨説明、実機の
稼働状況の視察、作業体験を参加者に行って頂き、その後に、ビジネスモデルの説明
会と感想・意見の交換を行いました。 

 

第１回： 平成 24年 9月 22日（土） 

第２回： 平成 24年 9月 29日（土） ※当初の城陽市開催予定は変更。 

第３回： 平成 24年 10月 13日（土） 

第４回： 平成 24年 10月 20日（土） 

第５回： 平成 24年 10月 27日（土） 
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（２）参加概況
リサイクル事業者、機器メーカーの協力のもとで、実機を用いてビジネスモデルを

説明し、将来、自ら事業者となることを検討する地域人材を発掘することを目的とし
て実施し、障害のある人とその家族等で、当ビジネスモデルに関心がある人などの参
加を求めたところ、障害当事者やその家族、障害福祉施設職員、環境問題に係る市民
活動団体、商店街、発泡スチロールの処分に困っている企業などからご参加頂きまし
た。各回の参加人数は以下の通りです。 

 

第 1回 3名 第 2回 5名 第 3回 6名 

第 4回 7名 第 2回 8名 
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（３）参加者アンケート結果
ご参加頂いた皆様に、簡単なアンケートにご回答頂きました。結果の概要は以下の

通りです。ビジネスモデルのわかりやすさと可能性、作業の容易さなどを実感して頂
けたところです。 
 
＜参加の満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜主 な 感 想＞ 

・ 装置の説明もビジネスモデルの説明も、とてもよく理解でき、イメージ展開もで
きやすかった。 

・ リサイクルの取り組みを通じて雇用についての様々な可能性があることを感じま
した。 

・ 将来の展開が楽しみに感じました。 

・ 障害者施設の＜自立支援＞活動に生かせる発想は期待大。 

・ 障害者の仕事を考えていく中で、工賃、作業などが目に見えてわかりやすく、 
バランスのとれた仕事になり、いろいろな幅が広がりそう。 

・ 作業も簡単で体の不自由な利用者にもできそうだと思います。 

・ においと音が気になりました。 

・ 実体験が出来てよかった、作業内容には満足できた。 

・ 発泡スチロールがほぼ原料に戻る仕組みがわかったのが良かった。 

・ 今まで処理に悩んでいたため良かったと思う。 
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（４）体験・研修会の成果・反省等
参加者からは、ビジネスモデルについての一定の関心が寄せられるとともに、作業

が容易であること、事業の意義についてご確認頂けましたが、一歩踏み込んで、事業
の担い手等となることを考えて頂くなど、次の展開に結びつくきっかけを得るには至
りませんでした。ご参加頂いた方に対して、今後とも継続的な情報提供等を行い、実
際の作業所開設においての担い手や支援者となって頂けるよう図る必要があります。 

また、各回の参加者の確保に苦労し、全5回で 29人の参加に留まりました。体験・
研修会について新聞掲載して頂いたことなどもあり、後半の参加者は若干増えました
が、「障害者雇用」「資源リサイクル」「一挙両得」といった記事内容になったこと
で、「雇用説明会」といった誤解を持ってお問い合わせ頂いたりご参加頂いたりした
方が複数ありました。今後とも、こうした誤解（期待）が生じやすいことについて、
十分な配慮が必要と再認識したところです。 
 

 
 

（５）新聞記事の掲載
体験・研修会については、新聞取材を頂いて、大きく紙面に取り上げて頂きました。
一定の反響があり、新聞記事を見てご参加頂いた方も数名おいででした。 

 
 

カラー写真入りで大き
く扱って頂いた記事。第
1 面にもカラー写真入
りのリード記事（上部）
を掲載頂いた。 
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４．パイロット・モデル作業所の開設・運営 

（１）モデル作業所
本事業では、スチレン樹脂生産装置「ちいさくな～れ」を6台購入し、これを用い

て使用済み発泡スチロールをスチレン樹脂にリサイクルする小作業所を開設・運営す
ることで、ビジネスモデルの実証実験を行いました。 

当初のビジネスモデルでは、平成24年 3月（助成申請時）の段階では、3台の装
置を1か所に設置して運営する形態を想定していました。その後に、1台の装置の生
産能力が高いことで、1か所で装置3台に十分量の使用済み発泡スチロールを集める
ことが困難であることが明らかとなってきたため、助成決定までの間に、1か所 1台
または 1 か所 2 台での開設・運営を行うこととし、計画の見直しを行ったところで
す。 

 

スーパーや電気店等 

廃棄コストの縮減 
CSR 上のメリット 

原料の無償提供 

使用済み発泡 
スチロールから 
安全かつ簡単に 
空気を抜く作業 

売上代金 

販売 

提携リサイクル事業者 
 

新しいかたちの 
地域雇用 

ビジネスモデルの概念図 

工賃 

 

排出された 
使用済みの 

発泡スチロール 

 

再利用可能な 
高品質の 
スチレン樹脂 
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（２）作業所の開設・運営
本事業では、最終的に5か所のモデル作業所を開設でき、総計で39,534kg のスチ
レン樹脂を生産して、1,186,020 円を売り上げが得られました。これらから事務手
数料 29,000 円と振込手数料を除いた約 115 万円すべてを工賃として支払うことが
できました。 

作業所の開設においては、実業として様々な紆余曲折が生じましたので、5回の実
行委員会の開催時点で整理した開設・運営状況を基本として、以下に時系列でまとめ
ます。 

（8 月 18 日：第 1 回実行委員会時点） 
作業所 概況 

Ａ 京都府城陽市久世荒内 160-12 
株式会社ナプラス様事業場内 

・ 発泡スチロールリサイクル事業者の
協力を得て、十分な原料提供がある状
態での稼働状況を実証する運び。 

Ｂ 京都府宇治市向島で検討中 
（O 委員自宅近傍のスーパー） 

・ O 実行委員のご協力のもと、スーパー
に使用済み発泡スチロール等のご提
供を頂くため、営業活動を展開中。 

Ｃ 
京都市山科区 
株式会社東洋様の協力を得ること
が決定 

・ キヤノン西日本代理店のため、梱包用
の発泡スチロールのご提供が見込め
る。 

Ｄ 
奈良県橿原市 
社会福祉法人 徳眞会 たけのこ園
様事業場内 

・ 知的障害者就労移行支援［一般型］・
就労継続支援［Ｂ型］事業所の施設ピ
ロティ部分への設置を予定。 

Ｅ 奈良県橿原市 
近鉄岡寺駅前の空き店舗 

・ 2 台設置に向けて改修準備中。 
・ 有限会社ラブロン、大和開発株式会社

に運営のバックアップを頂く予定。 
 
（当初計画イメージ） 
Ａ：原料確保に不自由しない場所での運営（装置性能と作業性の検証） 
Ｂ：障害当事者（肢体不自由等）による運営（小地域での拠点性発揮の検証） 
Ｃ：原料排出先での運営（ビジネス連携の検証） 
Ｄ：障害福祉施設での運営（従事者研修等の検証） 
Ｅ：鉄道駅前での展示場型での運営（交流機能の検証） 



12 

 

（9 月 9 日：第 2 回実行委員会時点） 
作業所 概況 

Ａ 京都府城陽市久世荒内 160-12 
株式会社ナプラス様事業場内 

・ 8 月 31 日に装置を設置。9 月 3 日か
ら稼働を開始している。 

Ｂ 京都府宇治市向島で検討中 
（O 委員自宅へ変更） 

・ スーパー設置を断念し、O 委員自宅で
設置準備を開始。 

・ 原料確保のための営業活動は継続。 

Ｃ 
京都市山科区 
株式会社東洋様の協力を得ること
が決定 

・ 設置場所を確保し 10 月初旬に工事予
定。 

・ 原料確保のための営業活動を展開。 

Ｄ 
奈良県橿原市 
社会福祉法人 徳眞会 たけのこ園
様事業場内 

・ 9 月 1 日に装置を設置。9 月 3 日から
稼働を開始している。 

Ｅ 奈良県橿原市 
近鉄岡寺駅前の空き店舗スペース ・ 9 月 3 日から改修工事を開始、工事中。 

 

この時点で、作業所Ａ、Ｄについては、当初計画通りの進捗が得られています。 

しかし、作業所Bにおいてはスーパーとの連携のもとで小地域の拠点性をどのよう
に発揮できるかという観点での運営を企図していましたが、当該スーパーとの交渉が
難航し、設置場所の変更を行うこととなりました。 

また、作業所Ｃにおいても、先方事業所の本業の状況変化との関係の中で、なかな
か設置に至る準備が整わない状況となったところです。 

 

   
 

作業所Ｄ 
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（10 月 27 日：第 3 回実行委員会時点） 
作業所 概況 

Ａ 京都府城陽市久世荒内 160-12 
株式会社ナプラス様事業場内 

・ 装置の稼働能力を最大限に生かして
生産中。 

・ 9 月度実績 3,807kg。 

Ｂ 
O 委員が通える距離にある「資源
のコンビニ横大路店」へ設置先変
更を検討 

・ 営業先スーパーとの調整がつかず、営
業先の確保に手詰まり感。 

・11 月生産開始に向けて方針転換。 

Ｃ 

京都市山科区 
株式会社東洋様の協力を得ること
が決定したが、設置予定場所が一
時的に使用不可となった。 

・ 一時的に置かれた資機材が、別の支店
に移動されるのを待つ必要が生じ、電
気工事の完了が 11 月末頃となる予
定。営業活動は継続中。 

Ｄ 
奈良県橿原市 
社会福祉法人 徳眞会 たけのこ園
様事業場内 

・ 施設事業の一環として作業を請け負
って頂き、生産中。 

・ 9 月度実績 238kg。 

Ｅ 奈良県橿原市 
近鉄岡寺駅前の空き店舗スペース 

・ 電気工事を完了したが、この間の実績
で、営業先の確保に手詰まり感。 

・ 原料提供者近傍への設置先変更検討
のため、設置を留保。 

 

この時点で、作業所Ｂ、Ｅについて、計画を大きく見直すこととなりました。また、
作業所Ｃについても、さらに進捗に遅れが生じることとなっています。 

 

   
 

作業所 E：近鉄岡寺駅前の空き店舗 
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（12 月 15 日：第 4 回実行委員会時点） 
作業所 概況 

Ａ 京都府城陽市久世荒内 160-12 
株式会社ナプラス様事業場内 

・ 10 月度実績 4,382kg、11 月度実績
4,204kg。 

Ｂ 
京都市伏見区横大路芝生 30 番地 4 
「資源のコンビニ横大路店」様事
業場内 

・ 11 月 26 日から生産開始。 

Ｃ 京都市山科区椥辻草海道町 9-5 
株式会社東洋様事業場内 ・ 12 月 3 日から生産開始。 

Ｄ 
奈良県橿原市 
社会福祉法人 徳眞会 たけのこ園
様事業場内 

・ 10 月度実績 275kg、11 月度実績
264kg。 

奈良県橿原市見瀬町 595-3 
近鉄岡寺駅前の空き店舗スペース 

・ 12 月 3 日から 1 台で稼働開始。 
・ 作業所管理は有限会社ラブロン様。 

Ｅ 

作業所Ｅ→Ａに設置変更 
・ 作業所 E に設置を予定していた装置 1

台を作業所Ａの増設とし、1 月からの
稼働開始を予定。 

 

設置場所の確保に行き詰まり、作業所Ｂについては「資源のコンビニ横大路店」様
に設置させて頂くことになりました。また、作業所Ｅに設置を予定していた2台のう
ちの1台については、作業所Ａに増設することとし、株式会社ナプラス様に原料提供
も含めて、さらにご協力頂くこととなりました。なお、進捗が遅れていた作業所Ｃに
ついても、ようやくこの段階で運営開始に至りました。 
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（2 月 2 日：第 5 回実行委員会時点） 
作業所 概況 

Ａ 京都府城陽市久世荒内 160-12 
株式会社ナプラス様事業場内 

・ 12 月度実績 3,610kg、1 月度実績
3,603kg。 

・ 増設装置が 1 月 15 日から生産開始。
1 月度実績 2,613kg。 

Ｂ 
京都市伏見区横大路芝生 30 番地 4 
「資源のコンビニ横大路店」様事
業場内 

・ 11 月度実績 32kg、12 月度実績
110kg、1 月度実績 111kg。 

Ｃ 京都市山科区椥辻草海道町 9-5 
株式会社東洋様事業場内 

・ 12 月度実績 455kg、1 月度実績
451kg。 

Ｄ 
奈良県橿原市 
社会福祉法人 徳眞会 たけのこ園
様事業場内 

・ 12 月度実績 222kg、1 月度実績
225kg。 

Ｅ 奈良県橿原市見瀬町 595-3 
近鉄岡寺駅前の空き店舗スペース 

・ 12 月度実績 446kg、1 月度実績
449kg。 

 

ようやく全6台の稼働が揃いました。その後、3月 15日を運営終了日とし、生産
高をすべて集計したものが下表になります。 
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（３）実証事業としての成果と課題
本事業で、当初計画していた検証の視点から、ビジネスモデルの実証事業としての

成果を整理すると、次のようになります。 

① 装置性能と作業性 
・ 高齢の人など軽負担の作業に適性がある人であれば、原料が十分にあること

で装置の性能いっぱいまで用いて働くことができます。 
・ 原料の不純物を取り除く、原料を小さく割る、装置に投入する、生産品をま

とめて置くなど、作業をいくつかの工程に分けることで、障害のある人など
のそれぞれの適性を生かしつつ、一定時間継続できる作業としていくことが
できます。 

② 小地域での拠点性発揮の検証 
・ 今回の事業では、小地域の交流核であるスーパーとの連携関係について検証

し、そこでの拠点性をどのようにつくることができるかの検証を期待してい
ましたが、成果を得るには至りませんでした。 

・ 原料排出先が一般の営利企業である中で、いかに協力を得られるだけのビジ
ネス上のメリットを提示できるかが問われます。スーパーに関して、そうし
た点で連携に至る条件整理がさらに必要なことが確認できました。 

③ ビジネス連携の検証 
・ 今回の事業では、発泡スチロールを大量に排出している企業に対して、ビジ

ネス上のメリットが提示できることで、作業所の開設が進むことの検証を行
うことを企図していました。しかし実際には、企業様の本業の臨機応変な展
開との間で速度感を擦り合せることが難しく、検証に足る進捗が得られませ
んでした。 

④ 従事者研修等の検証 
・ 障害福祉施設において、利用者が「ちいさくな～れ」を用いた毎日の作業をと

ても楽しみにしているなど、この作業が知的障害のある人などの更生・授産に
適していると言えます。 

・ 確実な運転で装置トラブルがないなど、知的障害のある人に作業適性があり、
適切な訓練により、将来作業所の従事者となることが期待できます。 

⑤ 交流機能の検証 
・ 原料調達に困難が大きく運営規模を縮小しましたが、交流機能面について企図

した検証ができるまでには、到底至りませんでした。 
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５．今後の事業展開に向けて 

前項で整理した成果も踏まえつつ、以下に課題を取りまとめます。 

① 事業計画力のアップ 
・ 原料調達先の確保の困難が次第に明らかになったことで、作業所規模を 1 か所

1 台などとしましたが、これにより作業所を設置する場所の確保が問題となり
ました。 

・ 当初計画での経費勘定に大きな間違いがあり、その再調整に相当の負担が生じ
たことで、事業推進に十分な力が注げなかった側面があります。 

② 助成事業としての推進 
・ スーパーとの設置交渉が頓挫した、相手様都合に合わせる必要があったなど、

実際の事業推進においては、様々な状況変化に臨機に対応することが必要でし
た。 

・ そのため、相手先のある事業を臨機に推進することと、助成事業としての進行
管理をすることの調整に大きく労力を割くこととなりました。今後に助成事業
を行う場合には、こうした状況変化を見込んだ計画とする必要があります。 

③ 未検証内容の扱い 
・ 展示場型での運営は、原料調達の困難のため稼働開始が遅れたうえ、1 台設置

に変更したことで、駅前・公開型でという所期の展開ができませんでした。こ
れについては、いったん保留することとします。 

・ ビジネス連携の検証については、さらに継続してモデル事業を継続・拡大させ
て進める中で検討していくこととします。 

・ 小地域での拠点性の発揮の検証については、連携可能なスーパーを見つけるこ
とを継続して行います。 

・ これらには、作業所Ａ、Ｂ、Eで用いている装置を、順次移設することを検討し
ます。 
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④ 顕在化している課題への対応 
・ 様々な立場の人から、本事業への関心をお寄せ頂いていますが、実際の作業所

の開設を着実に進めていくことが重要です。使用済み発泡スチロールの大量排
出先への設置を基本として、今ある 6 台の再配置・継続稼働を図って、ビジネ
スとしてのブラッシュアップと作業所展開の実績づくりを進めていく必要があ
ります。 

・ この間の事業推進に伴って、諸課題が顕在化してきています。今回、助成事業
を通じて購入した 6 台の装置を、助成事業終了後も継続して適切に維持管理・
運用していくことについても、併せて、さらに検討を進めていく必要がありま
す。 

 

⑤ 事業エリアの拡大 
・ 京都府北部、大阪府、愛知県での展開可能性が見込める状況があり、係る取り
組みを進めていきます。 

 
 



資料＿1 

資  料  編 
 
 

＜新聞記事＞ 
 

 
 
 



資料＿2 

 

 
 
 
 

 



資料＿3 

 

 
 



資料＿4 

 
＜実機を用いた体験・研修会での参加者募集チラシ＞ 
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e-mail：minna.no.npo@gmail.com 
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